
教育普及に関わる活動報告
IReport　on　Educational　Programs

1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］時・場所：8月12日（日）13：30－15：30　講堂・彫刻ll参復室

当館の所蔵作品および常設展示に関連して実施されるプログラム。　　　　対象・参加者：中学生以上24名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：藤原徹（東北芸術ll科大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
圏Fun　with　Collectionファン・ウィズ・コレクション

今回の「見る楽しみ・知る弾び　　美術史・市場・修復編」（詳細は　　　　「絵画の修復」

「展覧会」参照）では、当館の作品をより深く王里解することを促すた　　　絵画作品における修復のレクチャーと修復室見学

めに、美術史、美術市場、作品の保存修復の各分野における知識や　　　　口時・場所：8月19日（日）13：30－15：30　講堂・絵lflii修復室

情報を提供するプ・グラムを実施した・　　　　灘舗媚錨晶，
「常設展ツアー」（予約制）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料

当館のコレクションを、ボランティア・スタッフと一・緒に対話しながら見

ていく初心者向けのツアー（およそ40分）。　　　　　　　　　　　　　　〈市場の視点から〉

縢顯1：溺脇繊（臨㍊蕩著驚示室　　「美術品オークシ・ンの歴史とその社会的役割及び鰍み」

参加費：常設展観覧料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術品のオークションの始まりとその仕組みについてのレクチャー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：7月8日（［）14：00－15：30　言苗i堂

〈鰍の獄から〉　　　　　　雛講諾）鷺一ズ．ジャパ禰）
「見る、見える、見えてくる一美術史家が作品に向かうとき」　　　　　　参加費：無料

’1衡のオールドマスター（18　ll　L’紀以前の画家）の偏を・美術史の　「絵磁める」

研儲の視点か硯る鰍プ゜グラム・　　　　　　賄儲1のコレクター儲太郎氏が抱く偶への蹴とコレクショ

縢甥i羅1月ll黒3°－16：°°常設展示室　　　ンについてのレクチャ“一　o

l薄師：高梨光正（当館i三任研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ll時・場所：7月22日（日）14：00－15：30　高薄堂

参加費：常設展観覧料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般67名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：福富太郎（キャバレー経営者）

「多1（li体のモネーk術史のアプローチ」　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料

モネの作品研究における多様な視点と解釈についてのレクチャー。
Illl芋．場所、7J」211」（1、）14，0。－15、3。言龍　　　　　　「コレクシ・ンと美術館」

対象・参加者：・般84名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館のコレクションの核である松方コレクションの規模や特徴、また

講師：馬淵明rqi本女∫・大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　それを蒐集した松方幸次郎についてレクチャー、、

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ri時・場所：7月29日（日）14：00－15：30　講堂

「セイビ探偵団が行く1P…2一怪盗・ダーンに挑戦！」　　繍；懇淑磐融撫員）

美術館やロダン作品にまつわる問題を解きながら楽しむミュージア　　　　参加費：無料

ム・オリエンテーリン死

H時・場所：7月24日（火）13：30－16：30　常設展示室・前庭・講堂　　　　　「ギャラリー散策」

対象・参加者：小学生25名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小1］1登美夫ギャラリー訪問と小Ill氏による展示解説とギャラリー運

進行：ゴウヤスノリ（ワークショップ・プランナー）　　　　　　　　　　　　営に関するレクチャー。

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H時・場所：8月4日（土）13：00－16：00　小III登美夫ギャラリー

「もっとモネ　入を知って、絵を見る」　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般Il名

作品鑑賞、レクチャ＿、ゲ＿ム、訂司査など、さまざま勧法樋してモ　参加輩鮫通費

ネとその作品を知るプログラム。　　　　　　　　　　　　　　　　　「アートマーケットーその構造と動向」

［1時’場所：8月14日（火）11：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　L体の美術市場の構i造と現状についてのレクチヤ＿

対象．参力［1著翫室瀞室’棘国立†eli物館　　　日11腸所・8月15日（・）14…－15・3・β薄堂

参加費・無料　　　　　　　瀦講：：；慰塞纂∫研究酬乏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
〈保存修復の視点から〉

「彫刻の修復」

彫刻作品における修復のレクチャーと修復室見学。

日



Ii目与：12月2211（　ヒ）、2311（ID　lO：00－ll：30、14：00－15：30

場所：講堂・展ノ」ζ室

対象・参1川者：G－10［：茂び）∫・供とiifj伴の大人82名

参1川費：無判

2）特別展関連プログラム

年31111開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジウ

ム、スライドトー久ギャラリートーク、コンサートなど

■講演会

li芋【昌」・J’Jl｝りr：14：0（）－15：30　　11薄’1：i：

対象・参加費：一般・無料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［イタリア・ルネサンスの版画展］

’FUN　I）AY　2007ファン’デー 　　　　　　　　　　4Jj2111（D参力II者：76　’r、
ふだん’ii館に歩）まり足を運ばない入に来館してもらうために・さまざ　　　　「版lllli家のll艮で見たイタリア・ルネッサンスの版Vlli」

まなプログラムとともに常設展示室を1！畔1・開放する旺　　　　　　　　　　中林忠良（版1由1家．東京藝1，IIJ：大学名誉教授）

lll時…・」7易’り〒：5J」121S（1二）、13qD9：30－17：30　／1忌重官・豪斤負官イヤイイ藍・lll∫1莚

プ。グラムiノ熔二　　　　　　　　　　　　［パルマ展］
Lびじゅつ一る貸出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月16日（Il）参IJII者：153名

2．ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「コレッジョの阯界　　優追の規範」

3．建築ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐教行（茨城大・‘jS：准教授）

4．謎ときスタンプラリー

5．ひみつの版lllli　IIJiJ－～みる・きく・かぐ・さわる～　　　　　　　　　　　7Jj14（11）　参加K－：151を1

6，あおそらコンサート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルネサンスの危機とパルミジャニーノの芸術」
対象・参加X’二・般5月12日＝4，153名・5J」1：311＝4，217’r，　　　　　　　若桑みどり（T・葉大学名誉教授）

吐野さくらまつり記舗1釦｛会　　　　　　　　7Jj2811（D参加K－：1：36名
Ill・腸所・4J」711（ll）14・・O　一　15i3・灘　　　　㌫群属駕寺lll部レッジョ゜）姫瀞’ヴィション」

「花と占代ローマ」
Ii

j，柳IE規Cl1館角幽｛長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月18日（D　参加者：132名

対象・参加者：・般61名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「パルマσ）美術品を巡る過酷な運命」

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高梨光il－1（、　11　 負1童｛　　　 i　こ　 f丁：　イiJI二　’ラ亮　 垂　 1）

■障がい者のためのプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ムンク展］

「特別鑑賞会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10JJ61　1（ヒ）　参JJll　K－：79名

常設展の作晶について、30分程度の概要説明を講堂で行なった後、　　　「くいまや労働の時代だ〉・ムンク晩年のモニュメンタル・プロジェクト」

参加者に自由に鑑賞してもらうプログラム　　　　　　　　　　　　　　ゲルド’ヴォル（オスロ市、1ノ：ムンク）こ術館シニア’キュレーター）

li時：4月14日（h）14：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　JJIOII（ll）参加者：98名

参加者：100名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絵の中の劇、劇の中の絵　　ムンクとイプセン」

共同実施：三菱商’IF株式会社゜環境室　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利｛彌（成城大学教授）

．クリスマス．プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12JJ81　1（D　参hll　K・：102名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「装飾プロジェクトとして0）〈生命のフリーズ〉」

「クリスマス’キャ゜ル」　　　　　　　　　　川IIE加臓蛾徹学ll徽授）
クリスマスに教会で歌われる賛）こ歌などを特集したアカペラのコン

サート1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ウルビーノのヴィーナス展］

il時：12月1811（火）－2111（金）14：00－14：40・16：00－16：40　　　　　　　2008年3Jj411（D　参加者：124名

　　．12JS22］1（D・23日（IDII・40－12・20・15・40－16・20　　　　「フィレンツ瑛徹ゴ｛糊ll・　諮　」の歴史」

締織騒認燃lll贈　　　　　クリステ・一ナ・アチデ・一二（フ・レン滅術館牛闘監醐細

演奏：IIIド徳r－・渡超1麻f（ソプラノ）・渡辺イ∫夏（アルト）・ll∫川浩’ド・　　　2008年3月15日（D　参加者：144字，

　　　小徽弘・川1研（テノール）・　lva1　I　li’1：仁・斎藤湖バス）　　「占代燃・1、おける魔わる裸姻

墾継賭般1・832　’／i　　　　　糊（疎北大学准教授）

「絵でたのしむクリスマス」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［祈りの中世展］

聖母fの絵を見て、当館の聖母r一を使ったパズルで遊んだ後、　　　7月16日（月・祝）　参加K・：145名

1「



「ロマネスク彫刻の世界」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：10月20日（Ii）、12月ll［（ll）13：00－16：（）0　講堂

越宏一（東京藝術大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般10月20日＝153名、12川ll＝165名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費1無料

．シンポジウム

［ウルビーノのヴィーナス展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■コンサート

2008年3月29日（土）10：00－18：00参加者：141名　　　　　　　　　　「音楽の都パルマーメルロとヴェルディ」

テーマ「ルネサンスのエロティック美術　図像と機能一一」　　　　　　　パルマ出身のトスカニー二と・パルマで活羅し・その肖像であるとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われる作品が本展覧会に出品されているクラウディオ・メルロに焦点
陀ヌードをめぐる戦い一ミケランジエ゜・レオナルド・ティツィアー　を当てた・パ・レマ展を楽しむためのコンサート・1

ジョナサン・K・ネルソン（シラキューズ大学フィレンツェ校）　　　　　　　　日時：2007年6月30（水）18：00－20：00（17：30開場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：企llll隈示ロビー（B2F）

「16世紀ヴェネツィア絵画における女性の身体と男性の眼ノ1し　テ　　　　企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学演奏芸術センター助D

イツィアーノ、ティントレット、ヴェロネーゼ　」　　　　　　　　　　　　制作アシスタント：酒井千亜希（東京藝術大学）

アウグスト・ジェンティーリ（ヴェネツィアカ・フォスカリ大学）［原稿代　　　　照明：ハーバーライトカンパニー

読による］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：脇田英里子（オルガン）、高橘明日香（リコーダー）、占武優（ピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アノ）、辻博之（指揮）、小村朋代、梶田真未、谷垣丁・沙（ソプ
「触覚礼賛一コレッジョとマリオ・エクイーコラー」　　　　　　　　　　　　　ラノ）、小野綾香、平井美紀、明石千穂（アルト）、1［1際隼人、鈴

高梨光正（当館主任研究員）［原稿代読による］　　　　　　　　　　　　　　木秀和（テノール）、1芋谷公博、杉浦隆大（バス）

繍饗綱舗，脇夏活どh劇　　馨翻脇再般1°°名

「ルネサンス美術の性的イミジャリー　象徴性から卑狼性へ一」　　　　・障がい者のための特別鑑賞会

ベット゜タルヴァッキア（コネチカット大学）　　　　　　　　　　　　　　「コンサートとともに楽しむムンク展特別鑑賞会」

「アゴスティーノ・カラッチの好色版画」　　　　　　　　　　　　　　　　山瀬理桜氏らによるノルウェーの楽器、ハルダンゲルヴァイオリンの

マルッィァ・ファイエッティ（ウフィツィ美術館版i由i素描室長）　　　　　　　演奏などのチャリティーコンサートに引き続き、展覧会概要の解説と

「アドニスを引きとめようとするヴィ＿ナス＿ティツィア＿ノ作《ヴィ＿　　　　ムンク展の特別鑑賞会を行なった。

ナスとアドニス》の文学的典拠と祝婚画としての機能一」　　　　　　　口時：2007年11月17日（－Dl8：00－20：00（17：30隙易）

細野喜代（慶慮義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンサート18：00－18：30展覧会概要18：30－18：45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑賞会18：45－20：00
「ヴェネッィア絵ll町におけるヤコポ・カラーリオのエロティック版画の反　　　演奏：山瀬理桜（ヴァイオリン、ハルダンゲルヴァイオリン）、城綾乃

響」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ピアノ）、山瀬クリスティーナ腫佳（ハルダンゲルヴァイオリン、

越川倫明（東京藝術大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所（コンサート・展覧会概要）：講堂（B2F）

・ギャラリ＋ク・スライドトーク　　　　　講ll辮株式会社
1時間・場所：18：00－18：40　展示室あるいは講1；ヒ　　　　　　　　　　　　参加者：163名（うち、鑑賞会のみ参加者40名）

対象・参加費：・般・無料ただし展覧会観覧券が必要

［イタリア・ルネサンスの版画展］

4J」6H（金）、13日（金）、27日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）ファミリープログラム

スライドトーク：小林明r’（慶慮義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　ファミリープログラムは、常設展が無料観覧となる各月の第ン第四

参JJII　K－：計95名　　　　　　　　　　躍日にi－rなわれる。常設展示室で糊する家族向け蝋賞川教

［パルマ展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材「びじゅつ一る」の無料貸与と、コレクションの鑑賞と創作などの体

6Jj15日（金）、22日（金）、7月6口（金）、20日（金）、8月3日（金）、17日（金）　　　験がセットになった「どようびじゅつ」があり、いずれも教育普及室と

スライドトーク：深川麻里亜（東京藝術大学大学院）　　　　　　　　　　ボランティア・スタッフによって運営、実施されている

参加者：計584名

［ムンク展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コびじゅつ一る

10月1211（金）、ll月g日（金）、3011（4，）、12月14LI（金）　　　　　　　　　　美術のことをよく知らない、また美術館が初めてという家族を対象に

スライドトーク：土lil亮f（パリ第4大学大学院）　　　　　　　　　　　　作られたツールで、膚～設展にある絵や彫刻を、いろいろな方法で楽

参JJIi　X‘：計32°名　　　　　　　　　　しむための道具やゲームなどが盛り込まれている今・rは5鱒。）

［ウルビーノのヴィーナス展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツールを貸し出した、

2008年3月14日（金）、21日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳の子どもとll　ij伴の大人

スライドトーク：小林明子（慶慮義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　貸出日：2007年4月1411（Il）、2811（Il）、5川211（Il）、1311（lD、2611

参加者：計252名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土）、8月101」（金）、15日（水）、23日（木）、3011（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：10：00－17：00（随時）

■映lllli」二映　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者：計633名

「ムンク愛のレクイエム」

ムンクの睨をもとに、作品に影響を’」，えた家族、嬬との関係など　゜どようびじゅつ

をドキュメンタリ＿．タ。チで描いた作tEl・．　　　　　　常設展示室の作品照をとそれに関連する鱗やで撒がセ・トにな

1（）



・ ，た申込制フロクラム　ノ戸r度は、211「1

類のフログラムを実施した

［）ミ術館でアニマル・ウォッチング1

絵に描かれたさまざまな動物に着llし

たフログラム　全員で絵を見た後、f

づくりのカートをf吏って、’家〃人で作111ilを

銀賞した最後に、発泡スチロールを

組み合わせて、自lllに動物を創作した

（内容は8回とも同じ）

対’象：6－10，：」曳（ノ）」’・どもと1司f’卜（ノ）人こ人

llllぴ：2007イ「7Jj141i（1：）、2811（li）、8

　　　」jllll（　L）、251i（　1つ

　　ノ「1ヤf∫＝10：30－12：30、’「ftg）e二

　　14：00－16：00
参1川K’：Ill’1・15名

「アートでカルタ」

グループに分かれて当館作品のカル

タで遊び、カルタになった作品を展示

室に見に行った　その後参加者は展

（1人』容は・4　1iilとも1司じ）CI

対象：6－lo歳のfどもと同伴の大人　　　　　　　　　　　　　　　　講師：高梨光正Cli館i三任研プヒ員）

日時：2007年3月81i（D、22］1（D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：135名
　　’「1｝1∫＝10：00－ll：30、ノ1：f麦＝14：00－15：30

参加者二計80名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ムンク展］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二IH寺：10Jjl911（くiセ）18：00－18：40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講i師：川中IE之（武蔵野寿術大学准孝父授）

4）学校関連プ。グラム　　　　　　　　　参JJII　K－：145名

・スクール・ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏夏期教員研修

・ll館の常設展，」1作品1こついて、ボランティア・スタッフが中心となって　　　　武蔵野li∫ノ1・Ill学校）ご術研究会杉並区lll学校Xl術liJf究会合同研

実施しているj”約1同のプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　修会

2007｛卜度：2，313名（80件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2点の作tll’1を1’1らの目でじっくり鑑賞した後に・参加者それぞれが

未就学児竜＝22名（1件）、家族＝4名（1件）、小学生＝1．0（17名（25　　　　Jiどもと・緒に見たい作llllを選び発表した　最後に、鑑賞の意味に

件）、中学生＝737名（28件）、高校生以ヒ＝483名（25f’i：）　　　　　　　　ついてディスカッションを行なった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1甲き：7Jj30日（J」）　10：00－16：00

・オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：17名

大人数の団体を対象に、常設展あるいは特別展についての解説を
離で徳っている（醐、、」膜施は教僧及室　　　　1－1野艸轍焔研究会研修会
2。。7鍍・L2W，（14件）　　　　　　　2黎’作・ll1を1’1ら票IIでEつく｝蹴鰭後に・グll一でに分かれ1
小学生＝254名（3件）、III学生＝853名（7件）、高校生以ヒ＝132を，　　　鑑賞の授業案を作成して発表した最後に・鑑賞の意味について

（4件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッションを行なった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1時：7JJ3111（火）10：00－17：00

峨場、洲1　　　　　　　　　　　　　参加K－：15　／／・

修学旅行あるいは総合学習の・環としてグループで来館する生徒

を対象に、教徹轍ナ応している　　　　糊櫻ll作｛1撒棘1輔代美術餌口輔言灘館

糊ll茎舗躍ill艘胱．11名、1件、　　　2点の作品をrlらのllでじっく1）鑑賞した後1・・文教区欄・小学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校の4・5・6年生に行なったギャラリートークを見学して自らの体験と

．先生のための熱プ。グラム　　　　　　　上ヒ較したその後・！　Ll　tr），：したトークの1盛想・鑑賞の意味やあり方に

特服ごとに小．中学i交、蔽の教員を対象に、左遊覧会の趣旨やお　ついてディスカッションを行なったf’

もな作品につい磁会描者が灘で行なう蹴　　　暴1隅劉゜」）9：3°－17：°°

［パルマ展］

lI口寺：6月8日（＜授）18：00－18：40



5）ボランティア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　512008年2月7日（木）どようびじゅつ「アートでカルターII・ライアル

当館では、2004年にボランティア制度を並ちヒげ、その年の後半か　　　　／6’・2008年3月6日（木）更新、新規募集について

ら活動を開始した。17名CO7年現在）のボランティア・スタッフは、ファ　　　⑦2008年3月27日（木）コレクション概説　村L博ll此

ミリープログラムとスクール・ギャラリートークを中心に活動を行なっ　　　　　　　　　　　　例会

ている。また、活動に必要な知識や技術を身につけるため、年間を　　　＊ギャラリートークの評価　1回　7Jj311（火）

通じて随時研修にも参加している。

圏2006年度の活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）インターンシツプ

①ファミリープログラム（ファミリープログラム欄参照）　　　　　　　　　　当館では・西洋美術に関心をもつ人材の育成と・当館の活動をより

・ びじゅつ一る：当館にて作成されたファミリー向け鑑賞用教材　　　広く理解してもらうことを目的として・大学院生以Iiを対象としたイン

　　　　　　　　「びじゅつ一る」貸出受付　　　　　　　　　　　　　　ターンシップを実施している・）’iG館職員の指厚のもと・研修生は所

・
どようびじゅつ：体験型プログラム「どようびじゅつ」におけるトーク　　　　蔵作品の調査・展覧会や教育プログラムの企画補助など・それぞれ

　　　　　　　　および創作などの補助と有志による企画　　　　　　　が希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携わる

．2スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）　　　　　　　［教育1午及室］

　学校の児童生徒向け対話型トークの実施　　　　　　　　　　　　　インターン：金谷里子・小見ふづき・ヂョン・ヒョンギョン・花房太一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期IIE：2007年4月1日一9JJ：3011

（3その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導：寺島洋子、酒井敦子、横Ill佐紀

・

5J“2H（土）、13日（H）に行なわれた「FUN　DAY」での・般に向け　　　　内容：（i’）来館者調査

たギャラリート＿久および縛プ。グラムの孝鋤　　　　　　縞齢者プ゜グラムの撒

・ 12Jj221」（－D、23日qDに行なわれた家族向けプログラム「絵で楽　　　　［絵画・彫刻・版画素描室］

　しむクリスマス」のプログラム企1由卜準備・実施　　　　　　　　　　　インターン：小林明子

・

Fun　with　Collection　2007「セイビ探偵団」のプログラム補助　　　　　　　期聞：2007年4月1日一9月30口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導：渡辺晋輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：展覧会の準備、カタログ編集業務などの補佐（イタリア・ルネサ
■2007年度の研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス展補佐）

16月7川木）　どようびじゅつ「美術館でアニマル・ウォッチング」ト　　　インターン：上山亮子

　　　　　　　ライアル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間：2007年8月23LI－2008年1月18日

・6JJ2111（木）rF・・Wi・hC・11…i・・」でのトークについて　　雛：懲難輔、カタ。鰍業務などの醐ムン堀佐）

39JJ2711（木）これまでの活動の振り返り

　　　　　　　会食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室］

・412JJ13日（木）東京II拉II草物館　みどりのライオン　見学　　　　　　　インターン：窪内美緒

　　　　　　　例会　今後の活動について　　　　　　　　　　　　　期間：2007年5月1日一　10JJ31日
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指導：川1雅∫・
1人rヂ斜：｛り1プヒ羊爵1斗・ヒンケーに，お1ナる3綻1三：1・∫1くf）IL・・哩客」二llし1’5よIZ）k’不1」jll？）1’　A　J’－　　　　　　　1）Prograllls　R（・late（l　toti1（Perlllanent　Co11ectk）n

　　　　　ビスの補佐

●FしmwithCollection
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The卜’un　wiけ1（’olk，ctio：iPl’｛｝91’am［hisyearwas　ultitled　7γ～e．ノ（λv（）f’Seein9

　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’〃‘！人’〃‘〃1’i〃9．’A〃／〃stollx’，〃’‘・rlrt　iT・，1で〃ヲ～et（lll（ノC〔♪1～∫（～r‘，α〃θ’～（See

7）｛也糸IL織と（ノ）」弛イ発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’；xhibili〔、11rvl’）Ol’I　fOl’ddaHs）．

・燗1“・飛鳥高～轍禍1腺桜高㌻轍鮒蝶一・椥　1鼎；；1：1繍1、1、臨i！：∵．1∵1締lllllll諜灘灘臨w、，h

日時：6JJ1511（／．NJ・’．）、7月Bl　l（金）、10Jj12日（金）とFul】with　CoHectioll　　　　am（・1111）et’【Of〔｝llr、（，lunt（ien・stall．（The　t（，m・lastc・（labout　401nil1．）

　　　　　のフ．ログラム　合1｝hOILI三問工ソ、1°．　　　　　　　　　　　　　　　　　　week（la．vs　in　July　alld　August，9：30－17：ll〔1，　Perm～m（11t　Co］lecti（．）n　Ga］lery

l人rヂF：FUI）、vith（］oliectio［1参〃ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：GroUP‘）「n（八ice　visi脈｝rs（1）et、veeu　5－301）articiPants）

参I」ll吝・：9名　　　　　　　　　　　　　　　　Fee・・、dmissi・川1・・1・曲・C・ll・・ti・ll・xhibiti・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPlults：24（i｝　gr・uPs｝

圏ヒ野高校「奉仕．」課外授業への協ノJ　　　　　　　　　　　　　　l｛History’s　R（）le　in　the　Arts・”

H時：用llli（水）、12）IIOHUj）、14H（金）、2111（全）、2211（ll）、2：3　』S・・i・99・阜・i・g　S・亀…C・mmg　l・S・e・Wh・・A・’t　Hist°「ialls　C°llf「°1）t　all

　　　　　川D酬・2州1｝l　　　　　　　　　A「t°blecゼ．　　　　　　，
塞1灘たのしむクリスマス」の辛甫牒　　　雛糖lli｛，！ll，糊ll’1灘：・1・1　lll照翻臨・浩舗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Jし11、P　f）　 （ ～1（）11＿）　　1：3：：3（）　－　 1（～：〔）（）＿　 1）（、童一111i111（1［lt　 （，〔）li（s（－ti〔　｝11　 （｝1111（y，’iv■

・痕京大学大学院人文番1：会系研究科文化資源学研究1↓〔攻の教　　　Lectu　rer：MitSLImasa　Takall～lshi（Cural・1’．　N三lti（川al　MuseUil1・I　W（stern

育・研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adrnission　fe（．　to　theぐollecti｛）llexhibi［iol1

）！」J問：2007年4J」lli－2（．）08｛卜311311i　　　　　　　　pa，ti、・iP。。t，、21

内容：文化資源学研ヲ旨1、ti一攻のいっそうの充実と、当該研究科の学

　　　　　生の資質向1’．を図り、相’llの教育・研究の交流を促進しだ　　　　　“Multii’acet（’（I　MOnd：The　Ald　list（・1’ical　Al）Pt’oac’1i”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　lccture　ab｛）ut　the　（live量se　、，ie、～’P（⊃illts　al】（I　il）terl）retati（）ns　used　ill　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　studv　of　Monet’s　works，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ju｝y　21（Sat，）14：00－15：3｛〕．　Lecturc　l］all

8）川版物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ledurer：Akik・・Mabuchi（Pr・〕fess・r・jaP～m“’F・meli『s　Ulliv（｝rsity）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Admission　fee　t〔）the　c（）llection　exhibilioll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPallts：8i1

・展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」」Th〔NMWA　Kids　Detechvし・Compally　on　the　Trail．　Part　2：Chalkenging

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Ptizzle【）f　Ro（liiゴ「

・展覧会作品リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museull1（．）riellteerillg　progr｛1ms　where　pal・ticipallts　enj（）yed　s。1xiing

展1覧会の概要と出llllI作lt”11リストを含む無料配布の作1111IIリスト．I　　　　　　　PUzzles「c’］ated　to　the　ll1Usulmllt】d　its　R°dinw（〕「ks’

［パルマ展］B5蜘　　　　　　　　階、謡｝1〔，1認ll；、瀦i副，。，＿i，、　Le。、u，（，　1　la］1

［∠、ンクな建］　A4（2L’（＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Facilitator：YasUIlori　Goし且（VVorksh〔｝p　1’1aim（．）r）

［．ウルビーノのヴィーナス展］　A4（2頁）　　　　　　　　　　　　　　Target：7－12year－olds
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fr（eof　dlarge

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPallts：25

■ジュニア・パスポート

蹴会の人嚇を兼ねた・1・・il・・」；・・i鮒象としたな忌覧会ガイド　　認躍M‘…b°ut　M°llet：Getmlgt°Kn°wtl）c』1’et’s°…d　Seeillgilis

Iパルマ展］　B4変形につ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　Viewing　of　pailコtillgs，　kcture，9～m】es，　surveys，　this　i）rogl・am　llsed　a

「ムンク展］　長ノ∫形14×55．t）cm（三つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　vari（ty　of　al）pr（，aches　to　k・arn　about　M〔川et　amd　his　w〔》rks　．

「ウルビーノび）ヴィーナス展］　11・1　IJ’1一字形29．4×29！1cm（IJLIつ才J〒　　　August　l4（Tue・）11：00－16：00

り）　　　　　　　　　　　　　　　　P・mmancint　Collection　G・lletTy’・　Meeting　R°°m・T°ky°N”ti°t）al　Museum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：16－18ye三tr－olds

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frc　e　ofぐhaゼ9し

．ゼフユロス　　　　　　　　　　　　　　　　Parti・il…II・t・・ll
’L i館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季1：1」（年4回）　　　，，　Conservation・s　Role　in　the　Arts　，，

のニュースレタr　　　　　　　　　　　　“S。．lpt、、re　C。n、e，v。ti。，1・・
2007年1隻：No．31－No．34　A3（　｛つ引〒り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lectur（and　c（’ms（コ　rvatio］l　studio　visit　to　leam　al）out　collserv，ation　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sculpture．

・そ・・他　　　　　　　　　　鑑lllt　12（Sしm．）13：3°－15：3°・　Lectu「e　HalL　S（’ulptu「e　C°11sel”atm9

ヒ野さくらまつり関連パンフレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lectur（r：Torし夏Fuliwara（Prof（・ssol’，　Tohoku　tlniversity　ol　Art｛uld

「繊の・桜花で巡るコレクシ・ン」A4縦粉（4・；r・　　　旦II翻、。、，13ye。．。1、ls

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frec　ofcharge

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、鴇漸・横lll佐紀・酒轍∫・）　Pa「ticiPallts：24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘Paillting　Conset’vatioiゴ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecture　and　conservation　studi（）visit　t（，1eau’n　al．）out　collservatioll　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pamtmgs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　l9（Sしm，）13：30－15：30．　Lccture　Hall．　PaiIlting　Collser、ari（）n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stし1dio
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Lecturer: Kimio Kawaguchi (Conservator, National Museum of Western April 14 (Sat) 14:OO- 16:OO

Target: Over 13 year-olds With Support by: Mitsubishi Corporations, Inc,
Free ofcharge

Participants: 25 -Christmas Program
{{ The MarkeVs Role in the Arts" "Christmas Carols"
"The History of Art Auctions, their Social Function and structure" FrOM CarOls sung in churches in the Christmas sc ason to t)opular songs,

Lecture on the beginning of art auctions and theirorganization. thiS aCaPella concert featured a range of festive christmas songs,

/s":.//,t,.:.:/tsg"i:,gs,/ls･h?soe{ztionskes`evrscgapVesideiitchr}stiesJapa"Ltd' :/ilkiV/gnX./i,g'kvliIAI,Lig/b,,'kifi.gi/i,#'Ig.ii'/1"18,:,/..',/1,M4,Lgl(,ii,IOk!a,5/1i,('l`lil'i,[',.,,,,,,,,.

"Collecting Paintings" (alt･)･ KOhei Ichikawa, Takahiro Omata, Ken Tanaka (ten.),
                                                                        Naohito Sekiguchi, Jun Saito (b.)
Lecture by art collector Taro Fukutomi about his interest in collecting
                                                               Free ofcharge
art works and about his collection

                          ' Participants: 1,832july 22 (Sun.) 14:OO - 15:30, Lecture Hall

Lecturer: Taro Fukutomi (President, Cabaret Hollywood) "Enjoying Christmas through Paintings"
:ee,:.O,BC.iA?g'g&, A,f.'gr,,s,i?g.i:2,ws,t?,B'gga,)2c,s,yK,zifis,,o.f,M,?d.(,'2".g,es,/1,2kidpa'i)tiiigs･

"Collection and Art Museum" December 22 (Sat.) and 23 (Sun.) 10:OO-11:30114:oo-ls::so
                                                               Lecture Hall, Permanent Collection Gallery
Lecture about the scope and characteristics of the NMWA's core
                                                               Free of charge
coll( ction. the Matsukata Collection, and its collector Kojiro Matsukata.

     . Participants: 82July 29 (Sun.) 14:OO - 15:30, Lecture Hall

Lecturer: Mina Oya (Curator, National Museum of Western Art)

Fre( ofcharge
                                                               2) Programs Related to Special Exhibitions
Parti(.'ipants: 10tl

                                                               -Lectures
" Gallety Stroll" All 14:OO-15:30, Lecture Hall, free of charge
The group visited the Tomio Koyama Gallery where a lecture was given A lecture related to the exhibition "Italian Renaissance Prints: from

on the works on display and the gallery operations. the Swiss Federal lnstitute of Technology Zurich"
August 4 (Sat? 13:OO-l6:OO,.Tomio Koya.ma Gallery "Italian Renaissance Prints as Seen by a Printmaker"
Lecturer: Tomio Koyama (Director, Toi'nto Koyama Gallery)
                                                               April21 (Sat.)
Fec 'I'ravel expenses
                                                               Lecturer: Tadayoshi Nakabayashi (Printmaker, Professor Emeritus,
Participants' 11
                                                                        Tokyo University of the Arts)

"The Art Market: Its Structure and Trends" Participants: 76
Lecture about the structure and current state of Japan's art Market･ A series of lectures related to the exhibition "Parma"

li/f,:tltitlti,K/k(/i!,il,l('hlke('8L(iD"irtOctkC&i)ke(SEIiuitsuKenkyujo) kff.:,[5?,/kii!N{S:,li,Y,9r:':K,,E:gA.Ss,[s8,2igOtgpE5o(l"egZi8er?8aaYatliui]iversity)

                                                               "The Crisis of the Renaissance and the Art of Parmigianiiio"

-FUN DAY Lecturer: Midori Wakakuwa (Professor Emeritus, Chiba University)
A two-day progran) consisting of a variety of events and free access to July 14 (Sat.) Participants: l51

the Permanent Collection Galleries held to encourage those who
normally do not visit the museum to venture inside for the first time. "Lanfranco in Rome: The Legacy of Correggio and the 'vision of
li's,)l,3,,l7,1,ll/IV[,:,gir?l..):,a"d'3(S"n)930-i730PerMa"e"tCOiieCtiO" i.eicYtgu,i:,e"(,S,y,E,uC)REan,C:ls,lh,}n,2:,gL?g,turer,chibauniversity)

        b. Gallery talk "The Cruel Fate of Parma'sArt Works"
        c. Architecture tour
                                                               Lecturer: Mitsumasa Takanashi (Curator, National Mnseum of Western
        d. Puzzling Stamp Rally
                                                                       Art)
        e. Mystery Printmaking Studio: Seeing, Hearing, Drawing,
                                                               August 18 (Sat.) Participants: 132
          Touching

   . f. Forecourt Concerts Aseries of lectures related to the exhibition "Edvard Munch: the
Partiapants: May 12: 4,153, May 13: 4･217 Decorative Projects"

iUeno Cherry Blossom Festival `"Today is the Age of Labor': The monumental projects of Munch's late
                                                                   }1Apri]7(Sat,) 14:OO-15:30, Lecture Hall YearS
llFeii'iliM,,9eri: ilil]idsaAn"ofiie)"i:yR.Ogl･R(e6'i,.,t.,, N,ti...i M.,... .f th. w.,t.,. IiifilCt8"br,e,r:6G(esr,dt.gyOpig,[i,9.np'h(ilt,C,"7rgator' M"nch M"seum･osio)

, Art) "The Drama in Paintings, Paintings Amidst Drama: Munuh and lbsen"
lree of charge Lecturer: Mitsuya Mouri (Professor, SeijoUniversity)
Participants: 61 November lO (Sat.) Participants: 98

iProgram for the Disabled "7}ie F7ieze ofLife as Decorative Projects"
"Special Viewing session" LeCtUrer: l[lr?iSvaeYs:.tkyi) Tanaka (Associate Prof(ssor, Musashino Art

After a 3o-mi.nute insroductory lecture in the Legture Hall aleOUt the Decembers (sat) Participants: 102

works on display in the Permanent Collections Galleries, the
participants freely viewed the works in those galleries.
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Two lcictur{.'s r{.hlated to the exhibition
"Venus of tjrbino"

"L FIoren〈xi Pvlus(ntms Assoc-iation: A Atlths(Lum nt

tlK, ('rossronds of Tr'a(lition a[i(i tlic' Futt]rc "'

[.ecturc-r: ('liri:tina Acidi"i CSuperint(L"dtLnt,

        Flor{nic{L Mus{iums Associatioii)

PL'lar('h ･1 (Tu(,,) 1'arlic'il)nnts: IL)･1

" R(iulining Nudcis in A[iuivtit Art"

1.ectur(,r: K.voko Haga (Associak, I'r{)ksssotz

        'I'ohoku 1 ]t 'i ive rsit.y )

Mar('h IS (Sat.) 1'artic'ipants: lil:1

A lecture related to thc exhibition "Me(lieval

I)evotion : Photographs of Romanesqtte Art"

`'Th(i VLiorld of Romanesqtie Sculptttrc'"

Lecturer: Koichi Koshi (Professor.
        '['okyo UniN:(.,i'sity of tl')c] Arts)

Jt]].xi 16 (Sat,) I'articipai}ts: 1:15

-lnternational Symposium

" Related to the exhibition "Venus of Urbino"

" Er"otiu Art in the Renaissance: Iconogfraph.y

and r:m)ctioii"

March 29 (Sat,) IO:OO-18:OO Speak{,ir: Ryoko Tsuchi),'an)a ((.)raduate Sul)ool of tjniiv'c rsity of Paris lV)

Participants: 141 Tota] i)articit)ants: 13L)O
"The Battle of the Feniale Nudes: Michelangelo, Lttoi)tii'dO･ tiii(I Titiaii" Related to the exhibition "Venus of Urbino"

Jonathan K Nelson (Syracuse Univc rsity ii) FIOreiiCC') ls:oo-18:40, i.(scttire Hall. admission free

,il/iii![tl:,(XTr!ii/li"ii･Lir,,in/iti/ilY%･i,,;t(gtii.)[･Fi),/i':,X,Z',le,!titilr,l)iL)itiliss:i,tl)e,Y,(llf,[':X ¥/,l':I.;(ikil;'lr!.,S,es,il,{]),(･iil,iiitit(Gra(i(iatcis(t)(}{}i()fKei(}(Ji)iversity)

speaker]

                                                               -Film
"Tactik Adoration: Correggio and Mario EquiCOIa" Related to the exhibition "Edvard Munch"
VvTitsumasa Takanashi (Curator, National Museum of Westet-n Art)
                                                               Documentary-st.ivrle film based on Mttnch's diaries, refk,sc'ting on the
[paper rc ad by other speaker]
                                                               family memt)ers that inf]ueticed tiis works, Munch's rc,ilationships with

"
Tt'ai]sformation of Venus: Nudes, Roses, Rebirth and the Fivc, s(. nses" WOMei) ai]d othc'r tl)c mc-'s.

Hidehiro lkegami (Keisen UiiiVerSitY) "Edvard Mtmch"
,i:,i"'me,`t¥;':-,i':, t:,iww,ksre ':;,e,e,:l,(',(:i;;,t,i;,s Syrii"`']ic t() tt)e ()t's((i)(' ,oi i,, i,l.li,l;,':i'?l(i)( i,,i,:,IC,i,L ',1,ee tC:l,,2(1 ii' IS8,ti'ij f'('(

"The Erotic Prints of Agostino Carracci"

Marzia Faietti (Department of Prints aTid l)rawings, Uffizi) nConcert

                        , . .v. , Related to the exhibition "Parina"" Venus's Efforts to Attract Adonis: I"he Literai's; Mociels f{')r Iitian s Venus

apd Adonis and its Function as a Celgbratigi) of. Marriage Paii)ting" "parma, the capitat of Music: Merlo and VerdL"

Kiyo Hosono (Graduate School ()f Keio University)
                                                               This c()ncert focused oi'i Toscanini (b()rn in I'ariT)a) and Claudio Merlo

"
Influence of Giovanni Jacopo Cariglio's Erotic prints on ven(tian (aCtiVe ii) ParMa)･ A possible portrait of Merlo was inclu(lect in the

Painting" exhit)ition.Michiaki Koshikawa (Associate Profesgor, Tokyo Universit.v of the Arts) June 130 (Wed.) 18:00 - 20:OO, Lobby of the Special Exhibition (ia]lety

                                                               Organizerand Lecttirc r: Keiko Takii (Tok.yo L]nive'sit.v of tt'ie Arts)

iSlide Talks A.SSiS!aT]t: Chiaki Sakai (T(?kyo Universit.y of the Arts))
                                                               Lighting Design: Harl)or Light Co,
Related to the exhibition "Italian Renaissance Prints: froM the SWiSS Musicians: Eriko Wakita (Organ), Asuka ']'akahashi (Recorder), Masaru

Federal lnstitute of Technology Zurich" Yoshitak( (Piano), Hiroyuki Tstiji (Conductor), rromoyo
18:OO-18:40, Lecture Hall, admission frce Kon]ura, Mami Kajita, CIiisa Tanigaki (Soprano), Ayaka Ono,
April6(Fri,), 113 (Fri.),27 (Fri.) Miki I'iirai, Chiho Akashi (A]to), Hayato Yamagiwa,
Speaker: Akiko Kobayashi (Graduate School of Keio University) 1-Iidekazu Suzuki (Tenor). Kimihiro Sugaya, Takahiro

Total participants: 95 Sugiura (Bass)                                                               Tickets: 1,500 yen

Related to the exhibition "Parma" Participants: 100
18:OO- 18:40, Lecture Hall, admission free
sJ t,il).C,, l,5. (, i;'/3,k/T),11, :,:,iil`R hJd",iY gG`5zzS,['.( Z"t' rec)'igil"lt i3 (1 Fk/t' (l' iJi5 uaity I,l,i.1 gg;.i, egi,",. f,O.r ,! P.e,PVS,ai?gedd.iti, .spe,iai viewing of tiie Muricii

Total ])articipants: 584

                                                               Continuing on from the charity concerts helcl i)y Rio Yamase and others

Related to the exhibition "Edvard Munch" of Norwegian music performed mainly on the Hardanger Fiddle, this
18:OO-18:40, Lecture Hall, adinission free PrOglain. ii)ylUde(l an in.trf)filuction to the Munch exhibition and a
October 12 (Fri.), November9 (Fri.), 130 (Fri.), December lil (Fri,) SPeCial VLewing of the exhibition.
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November 17 (Sat) 18:OO-:?ZO:OO, Lecture Hall aimed at large-scale audiences and held in the lecture hall,

Concert: 18:OO-l8:l30 Participants:Musicians: Rio Yainnase (Violin, Hardanger Fiddle), Ayano Jo (PianO), Primary School (aged 7 to 12): 254 (13 groups)

         Christina Shizuka Yainase (Hardanger Fiddle and Voice) Junior High School (aged l13 to 15): 85:3 (7 groups)

SIide Talk: 18:30-18:45 Over age 16: 132 (4 groups)
Viewing: 18:45-20:OO Tota]: 1,239 (14 groups)
Acoustics: Kobayashi Planning

With Support by: Mitsubishi Corporations, Inc.
Total participants: 163 (including those only for the viewing, 4o) 'MUSeUM Visit for Extracurricular Activity

                                                               These group visits involved middle school and high school stu(ierits in

                                                               coordii'iation with their Integrated Courses at school, The Education

3) Family Program Staff MeMbers guided these groups, and provided informatioii rc,gardi"g
                                                               a curator's job, art works, and the art museum itself.
The Family Program is a free program held on the 2nd and 4th Saturdays
                                                               Participants:
of every month, aimed at children aged 6- 10 and accompanying adults.
                                                               Junior High School (aged 13 to 15): 73 (13 groups)
Two different prograrns. ""Biju-tool" and "Doyo Bijutsu" (Saturday art
                                                               Over age 16: 11 (1 group)
workshop), were conducte(t by members of the Education Department
                                                               Total: 84 (14 groups)
staff and Volunteer Staff members.

-Biju-tool iTeachers' Program                                                               This program has been designed for elementary. rnidd]e school, and
Biju-tool kit is a viewing aid for novice visitors, specially those families
                                                               high school teachers and other educational staff membc rs, Th( program
with children aged 6 to 10. It includes tools and games to help them to
                                                               includes a brief overview of the exhibition's contents dis〈-ussion of aXilijie)YI(llii[l tWoOflllilfiill.l)sllilfiisMyL[lli:erLiM COIIeCtiOn GallerieS' FiVe tYPeS Of kitS few works on display and free entry to the exhibition. '

April 14 (Sat.), 28 (Sat.), May 12 (Sat,), 13 (Sun･), 26 (Sat･), AUgUSt 10 Related to the exhibition "Parma"

(Fri.), 15 (Wed ), 21S (Thurs.). 30 (Thurs.)
                                                               June 8 (Fri.) 18:OO - 18:40. Lecture Llall, free of charge
1O:OO - 17:OO
                                                               Lecturer: Mitsumasa Takanashi (Curator, National Museurn of Western
'I'otal borrowers" 6i33
                                                                       Art)
                                                               Participants: 135
-Doyo Bijutsu (Saturday art workshop)
This program cor)sists of art a])preciation in the Museum c()"ection Related to the exhibition "Edvard Munch"

C]alleri('s and creative activities in the workshop room. Two programs October I9 (Fri.) 18:OO- 18:40, Lecture Hall, free ofchargc

were run during this fiscal year. Lecturer: Masayuki Tanaka (Associate Professor, Musashino Art
                                                                        University)
"Animal Watching at the Museum" Participants: 145
rl"his program focused on a variety of aninials depicted in the paintings

at tlie museum. After Iooking at some art works in a group･ faMilieS -Teachers' Summer Seminars
looked at other paintings on thcir own using a handmade card, At the
                                                               July 30 (Mon.), 10:OO - l6:OO, free of charge
end, they created their own animals by connecting styrene foams in
                                                               After each participant closely viewed two art works, they selectvd which
variovs sizes (rl'he same prograrn was repeated 8 times,)
iy)l,x,f,ii,i,I,,ktc?i,i,iF,l?･,c:3)ewg"s'ii(Sat"25(Sat' eerS,::iSX.l,;･tcO."S,8.i/I6/"g,ia2s,1/1'fiin,'lj,8?gS,iaii,g･;urg･trtxas"X-],zr8,Xi:Zgl,:(if,i,i["Yf:ii':tii;i)r

"IJet's Play Ktiruta with Art" JUiii.OIHigh School Teachers of Suginami ward
After ])layir)g a Karuta game using our permanent collection, families PartiCiPantS: 17

went to the exhibition room to Iook for the paintings depicted in the
                                                               July :31 (Tue.) 1O:OO - l7:OO, free of charge
inusc)uin' s karuta cards. Tl)e fainilies created sonie vc rses which
lj･i,;,ilgl,?l〈1,i,'g/wr/,(st.ft/1il,tieg,gl.,i/r"i,l,,fiikl'{Sigl/ts`,,hleJer[e)(2,i'/℃'l:i:h:itJcidgige,ir?:O,i,2,ii,l･i./Ii,:Cg,pg,i,Eii8g,i/eoii9,E/f,ll;iEfl/f,'W･;s/i･/R,/JlwEWE,aO,g":k/lh:ih/Xd,iiff/G'i/lii8ul'i,'Yi2i"s,i?,liriii,',:"ig]i':'itl

IO:OO-11:301l4:oO-15::3o Participants: 15
Total p"rticipants: 80
                                                               August 27 (Mon,) 9:30 - 17:OO, free of charge

                                                               After carefully looking at two art works, the participants obseA'ed the

                                                               gallery talks to the fourth. the fifth and the sixth graders of the Nezu
4) School Program
                                                               Primaiy School to compare their viewing experiences with thos( of the

                                                               pupils. A discussion was then held about the meaning of viowing and

-School Gallery Talk appreciating art works,
This program by reservation only involved group tours of the Museum Organized with Tozuken, the National Museum of Mod( rn Art and
C,ollection Galleries, led primarily by Volunteer Staff rinembers. Museum of Contemporary Art Tokyo.

Participants: Participants: 55Underage 6: 22 (1 group)

Family: 4 (1 grc)up)

Primary School (aged7to 12): 1.067 (25 groups) 5) Volunteer Activities
Junior High School (aged 13 to 15): 737 (28 groups) A volunteer program was established at the NMVv'A in L)O04 an(l began
Over age 16i 483 (2tb groups) operating in the latter half of 2)O04. As of 2006, therc werc' 18 volunteer
Total: 2313 (80 groups) staff members, and their activities have centered on Family Program
                                                               and School Gallery Talk events. Thege volunteers also participate in

-School Slide Talk training sessions held throughout the year in order to acquire tl)e
This program requiring reservations involved Education Department kiioWledge and techniques necessary fortheiractivities at thv museiLrn,

staff members presenting lectures explaining the works on display in the

Museum Collection Galleries or special exhibitions, These talks were

52



-Activities 7) ('oopc'ration with Other lnstitutions
Family l'rogram (See "(3) Family l'rogram") Off-campus Course for th( Tokyo Metropolitan Asuka and Oizumi
Bijti-tool: [,o"n servicc, ol tl]{, Biju-tool kits. Snkura Senior lligh Schools
l)oyo Bijutsu: Art ,tppr{`uiation and studio vNsork, 1'rogram plantiing, Jttn 1,"") 〈Fri.), July 11S dii,〉. Outober 12 (Fri,) and sc)ine dates from the

                                                               l.)ros.lrams of l:un with ('ol](-ctioii.

School Ga]lery Talk (See "(4) School Prograni") Atk,nded prugr"ms of Fun with ('ollection.
                                                               1'a rt icipant: : !)
Miscellaneous
Assisled willi tlie ]'un with ('o]Iectioi) 2007 "NMWA I)el(ictiv(is'li progr"m Tokyo Metropolitan (jeno }{igh School Volunteer

(S(te "Ftm N･s,'ith (bllcK'tioi]") jtils,･' 11 (Xt'v'e(i,), 1)vc(inii)et' 10 (Mon,). 1･1 (Fri.), 21 (Fri.), 22 (Sat), 2:3
Assit t{hd witl) tom(i progr-ams and implc,mentiitio:) ef gs[tl]cir.v tidks foi' {Sui).)

aclttlts for "Ft )N l)A'v'"("vilay lL) and llS, 2007) Helped with the ('hristmas progran],
,Atssisted "'itl) cr{vatitig and itnplementing the ('hristn)as I'rogram for I'arti(･ipants:5

families

                                                               Cooperation with Graduat( School of FIuinanities and Sociology,

-Training and M( etings University of Tokyo
                                                               Term: April 1, 2007 - Mar('1i IS1, 2008
Jun(i7('I'hu,) 'i"ria] of Doyo Bijutsu program "Animal Watching .
                                                               rhis program sougl)t to cl(,(,pcin tti(i tm(i(irst,itiding of Cultural Materials
June2i ('rhu,) EM/tcllliitei nMgLl)Sneill;Iill'iery tgik for"Fun with coiiection" ft.eess(c.:'irrc({)hasil)(:i(cLiciiliii.?tii(i}inEhis pi-ogt'am anci c(irry out mutuai exchange on

Sept(iinl)csr L)7 (Thu.) Review of Doyo Bijutsu program and School

                  Galler〉i Talk

1)e('csmbc)rlll(Thu.) Visit to "Midori no Lion" at the Tokyo National . .
                  Museum 8) Publications
                  Regular volunteer ineeting on future assignrnents

}:ebrtiaiy 7(Thu,) Trial of Doyo Bijutsu program "Let's Play Karuta -Exhibition Brochures

                  witli Art" "Parma"
March6(.Tl}u,) Mccting for notification of reiiewEil tiiid "Edvard Munc-h"
                  acceptatice of appli(/-ations by i)ew volui')tc cA rs "Venus of Urbino"

March L)7 C["hu,) Lecture on the permanent collection

                  Hiroya Murakami (Ctiief Curator. National
                  Muse'urn of W( gtern Art) iJunior Passports
Revicwof School Galk ry Talks: July 3(Tue) l]' Xhibitioii guide for prin}ary school and junior high school students:
                                                               L`Parn]a"
                                                               "EdN'u'd Munch"
                                                               LLVentis of tJrbino"6) Internships

As part of its niission of developing hurnan resotirces in areas related to

westet-n art and also as a way to further garner and broaden iZePhYrOS

uncterstanding of th( museum's activities, the museum invites the NMWA Newsletter, No.31-No,13/1
t)articipation of iiiterns at the graduate student level and higher, Under

thci direction of a staff inen)ber, thcse interiis lielp with SUrVeYS Of eother
:"{:.Iie",tv,?;""ll,i,k,,J(i,lk.l/i,:.illi:i/2lg,i,"ii,L,,g.,liiil.i:h:es,;i:,:].li,lk"iurji,f-iK,?)iR[E'1ftitig-'le)iiPwt":lri']lCil B.gl?,t;,gl'b'.EJf,v?.,?Jl./t;riv,,i?,L`;?ee,i}ii;,r,1'1lr:il,,,.,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,..,,"

[l]' (iucation] (Yoko Terashima, Sakt Yokoyama, Atsuko Sakai)
Ii}terns: Satoko Kanatani. Fuzuki Komi, Jon Hyongin, Taichi Hanabtisa

Term: At)ri] 1 - September 30, 2007

Supei'visors: Yoko Terashinia, Atsuko Sakai, Saki Yokoyarna

Training Program: 1. Regearch on improving senior programs and

                 proposal-makirig.

              2. Assist(d with progra[ns related to Fun with
                C.ollection 2007, "The Joy of Seeing and Knowing:

                Art History, Art Market at)d Conservation," (See

                 "Fun with Co]lection")

[Ct!ratorial]

Intern: Akiko Kobayashi

tl'erm: AI)ril 1 - Sept( mber 30, 2007

SLipenrisor: Shinsul〈e Watanabe
'1"raining Prograin: Assistecl with the preparation of the exhii)ition "lta]ian

              Rc naissance Prints."

lntern: Ryeko Tsuchiyatna

Terini August 213, 2007 - Januai"y 18, 2008

Supei'visor: l'liroya Murakanii

Training Program:Assisted with the preparation of the exhibition

              "f7.di,rard Pvlunch."

[ Resea rc h Li l) ra ry, ]

Intern: Mio Kubou(:hi

Term: May 1 - October 13 1, 2007

Supervisor: Masako Kawaguchi

'rraining Program:Assisted with assembling resource materials of the

              museum and libra ry service.
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